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◇市報は5日・20日（1月と10月は1日・20日）に発行します。すべての世帯のポストに直接配布するほか、市の施設、市内と市境に
ある駅・郵便局・スーパーマーケットなどでも配布します。また、小平市ホームページにも掲載しています。
　市報が届かない場合などは、株式会社小平広告（☎０１２０（９４４）９００）へご連絡ください（月曜〜金曜日午前9時〜午後5時）。

みんなでごみをヘラスンジャー▷平成３１年 ４ 月 １ 日（月）から家庭ごみ有料化と戸別収集が始まりま
す。今回の変更点などを、地域に出向いて出前講座で説明しています。自治会や地域の集まりなどの
グループで資源循環課（☎０４２（３４６）９５３５）へお申し込みください。

平成
２９年度 小平市の財政事情 問合せ　財政課

☎０４２（３４６）９５０４

小平市には、一般会計のほかに４つの特別会計（国
民健康保険事業、後期高齢者医療、介護保険事業、
下水道事業）があり、歳入合計が前年度比１．０％増、
歳出合計が前年度比１．２％の増となりました。
代表的な会計である一般会計の決算の特徴は、歳入
では、都支出金や繰入金は減となりましたが、市税
や地方交付税などが増となったため、前年度比１．５
％の増となりました。
一方、歳出では、労働費や土木費などが減となりま
したが、総務費や民生費、衛生費などは増となり、
前年度比１．７％の増となりました。

安全・安心で、いきいきとしたまちをめざして
・被災者用備蓄の整備
・避難所へのマンホールトイレの整備
・鈴木遺跡国指定史跡化などの推進
快適で、ほんわかとするまちをめざして
・省エネルギー・創エネルギーの推進
・緑の保護と緑化の推進
・公共下水道雨水整備の推進
・リサイクルセンターの更新
健康で、はつらつとしたまちをめざして
・学童クラブの新設
・認可保育園（私立保育園）の新設
・小規模保育施設の新設
・ゆりかご・こだいら事業
・障がい者グループホームの新規設置に伴う支援
・特別支援教育の充実
・放課後子ども教室の推進
・学校施設の整備
・東京２０２０オリンピック・パラリンピックの成功に向け
た支援事業
・小平市東京オリンピック・パラリンピック子ども夢・
未来基金積立
住みやすく、希望のあるまちをめざして
・小川駅西口地区再開発事業
・小平駅北口地区再開発事業
・小川四番土地区画整理事業
・道路整備事業の充実
・子育て中の女性の就労促進事業
・都市農業活性化支援事業（梨の新技術栽培）
・こだいら観光まちづくり協会運営支援事業
健全で、進化するまちをめざして
・市ホームページのリニューアル
・地方公営企業会計への移行
・市民窓口業務の改善
・公共施設マネジメントの推進

一般会計決算を家計に例えて、小平市と多摩地区の
他市を、小平家と同じ人数の他家として、１年間の
家計簿を作成しました（表２参照）。
小平家は、家族の人数が同じ他家に比べて、収入、
支出とも小さな額になりました。その要因は、収入
規模に見合う支出に抑え、コンパクトな家計にして
いるためです。市税（給料）などが少ない分、人件
費（生活費）や扶助費（学費・医療費）、普通建設
事業費（家屋の増改築）などは、他家に比べ少ない
額で賄っています。

決算の特徴

小平家・他家（２６市平均）の家計簿

平成 ２９ 年度の小平市の財政指標は表３のとおりで
す。健全化判断比率は各指標とも健全な数値となっ
ています。経常収支比率は ９０％を超える数値で推
移しており、財政は硬直化しています。

ふるさと納税で市の歳入１億 ９,５４６ 万円が失われました（市民が他の自治体へ寄付したふるさと納税額１億 ９,６５９ 万円、小平市に寄付されたふるさと納
税額 １１３ 万円）。

表 ３　小平市の財政指標

表 ２　小平家・他家（２６市平均）の家計簿

グラフ ２　市債現在高の推移 グラフ ３　基金現在高の推移

グラフ １　一般会計歳入・歳出の状況

表 １　平成２９年度一般会計・特別会計 ４事業の決算状況

小平市の財政指標

項　　目 平成２９年度（平成２８年度） 説　　　明

財政力指数 ０.９７７（０.９７６）
０.９７３（０.９８２）

財政力の強弱を示す数値です（上段：３ か年平均、下段：単年度）。単年度で １ を超えるほど財源に余裕があり、
普通交付税の不交付団体となります。平成２９年度は、全国では、１,７１８市町村のうち７５市町村が不交付団体です。

経常収支比率 ９３.０％  （９４.９％） 財政構造の弾力性を測定する比率です。高いほど財政運営が硬直化しており、政策的に使えるお金が少ないこと
を示します。小平市の経常的な収入のうち、政策的な経費に使えるお金は ７ ％であることを表しています。

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 ―（―） 一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。小平市の場合、１１.６２％を超えると警戒ラ
インです。

連結実質赤字比率 ―（―） 一般会計、特別会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。小平市の場合、１６.６２％を超える
と警戒ラインです。

実質公債費比率 ０.７％（０.６％） 一般会計、特別会計、一部事務組合が負担する元利償還金などの標準財政規模に対する比率です（ ３ か年平均）。
２５.０％を超えると警戒ラインです。

将来負担比率 ―（―） 一般会計、特別会計、一部事務組合、土地開発公社が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率
です。３５０.０％を超えると警戒ラインです。

資金不足比率 ―（―） 下水道事業特別会計における資金不足額の、事業規模に対する比率です。２０.０％を超えると警戒ラインです。
※上記標記中「－」は、黒字のため実質赤字比率、連結実質赤字比率、資金不足比率が、算定されないことを表し、また、将来の負担が少ないため将来負担比率が算定さ
れないことを表します。

主な事業

区　　分 歳　　入 前年度比（％） 歳　　出 前年度比（％）
一般会計 ６４１億 ４ 千万円 １.５ ６２６億円 １.７

特
別
会
計

国民健康保険事業 １９８億 ４ 千万円 △２.７ １９４億 ８ 千万円 △３.４
後期高齢者医療 ４０億 ７ 千万円 ２.２ ４０億 ４ 千万円 ２.６
介護保険事業 １２６億 ８ 千万円 ４.５ １２５億 ４ 千万円 ５.７
下水道事業 ４３億 ２ 千万円 △０.５ ４１億 ３ 千万円 １.２

合　　計 １,０５０億 ５ 千万円 １.０ １,０２７億 ９ 千万円 １.２
※端数四捨五入により合計が合わない場合があります。
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き
ゃ
ら
ば
ん

陶
磁
器
食
器

未
利
用
食
品 

な
ど
の
回
収

と　
き　
１１
月
２０
日
（
火
）　
午
後
１
時

３０
分
〜
３
時
３０
分　
雨
天
決
行

と
こ
ろ　
東
部
公
園
の
駐
輪
場

内　
容　
▽
陶
磁
器
食
器
の
回
収
…
茶
わ

ん
、
皿
（
割
れ
た
物
も
可
、
汚
れ
た
も
の

は
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。食
器
以
外
は
不
可
）

※
包
装
紙
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

▽
小
型
家
電
の
回
収
…
携
帯
電
話
、
卓
上

計
算
機
、
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
ほ
か

※
東
京
２
０
２
０
大
会
の
入
賞
メ
ダ
ル
の

原
材
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。

▽
廃
食
油
の
回
収
…
未
使
用
可
、
ラ
ー
ド

や
バ
タ
ー
な
ど
の
動
物
性
油
不
可
、
食
用

以
外
の
油
不
可

※
現
地
で
回
収
バ
ケ
ツ
に
入
れ
、
容
器
は

お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

▽
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
（
未
利
用
食
品
の
回

収
）
…
缶
詰
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
レ
ト
ル

ト
食
品
、
パ
ス
タ
な
ど
の
乾
物
、
コ
ー
ヒ

ー
、
調
味
料
ほ
か

※
未
開
封
で
包
装
や
外
装
が
破
損
し
て
い

な
い
、
賞
味
期
限
が
一
ヶ
月
以
上
先
の
も

の
。生
鮮
食
品
不
可
、瓶
詰
め
食
品
不
可
。

▽
紙
パ
ッ
ク
の
回
収

▽
雑
貨
交
換
…
ま
だ
使
え
る
お
も
ち
ゃ
、

ぬ
い
ぐ
る
み
（
３０
㌢
㍍
以
内
）、
育
児
用

品
を
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
菓
子
と
交

換※
い
ず
れ
も
事
業
系
の
も
の
、
粗
大
ご
み

は
不
可
。

※
回
収
で
き
な
い
も
の
は
、
お
持
ち
帰
り

く
だ
さ
い
。

※
車
で
の
持
ち
込
み
可
。

問
合
せ　
資
源
循
環
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
５

今
さ
ら
本
気
の
理
科
実
験

環
境
学
習
講
座

▪
二
酸
化
炭
素
っ
て
な
ん
だ

　
テ
レ
ビ
で
科
学
の
魅
力
を
紹
介
す
る
松

延
康
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
二
酸
化
炭
素

を
使
っ
た
実
験
を
し
ま
す
。
実
験
を
通
し

て
、
親
子
や
大
人
同
士
で
も
地
球
温
暖
化

と
二
酸
化
炭
素
の
関
係
を
楽
し
く
学
べ
ま

す
。

と　
き　
１１
月
１８
日
（
日
）　
午
後
１
時

〜
３
時

と
こ
ろ　
小
平
第
六
小
学
校
理
科
室

ふ
れ
あ
い

下
水
道
館
11月の催し

▪
小
平
の
用
水
路
写
真
展　
用
水
路
の
あ

る
風
景

　
市
内
の
用
水
路
の
風
景
写
真
を
展
示
し

ま
す
。

と　
き　
１１
月
６
日
（
火
）
〜
１２
月
９
日

（
日
）

協　
力　
こ
だ
い
ら
水
と
緑
の
会

▪
こ
だ
い
ら
水
と
緑
の
会
に
よ
る
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク

　
展
示
写
真
を
見
な
が
ら
、
市
の
用
水
路

の
歴
史
や
大
切
さ
な
ど
を
解
説
し
ま
す
。

と　
き　
１１
月
１１
日
（
日
）　
午
前
１０
時

か
ら
、午
後
１
時
か
ら（
各
回
３０
分
程
度
）

定　
員　
各
３０
人

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ
（
先
着
順
）

問
合
せ　
ふ
れ
あ
い
下
水
道
館
☎
０４２
（
３

２
６
）
７
４
１
１

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

マ
イ
・

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
で

　
　
　
　
特
別
な
日
を

手
作
り
講
習
会

　
お
店
や
家
庭
を
彩
る
ミ
ニ
・
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
を
身
近
な
素
材
で
作
り
ま
す
。

と　
き　
１１
月
１９
日
（
月
）　
午
後
２
時

〜
３
時
３０
分

と
こ
ろ　
小
平
商
工
会
館

費　
用　
５
百
円

対　
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
女
性

定　
員　
４０
人

申
込
み　
１１
月
１５
日
（
木
）
ま
で
に
、
小

平
商
工
会
へ（
先
着
順
）☎
０４２（
３
４
４
）

２
３
１
１

日
本
語
発
表
会

日
本
語
学
習
者
の

思
い
を
聞
こ
う

　
市
内
で
日
本
語
を
学
ぶ
外
国
人
の
方
々

が
日
頃
の
学
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

　
外
国
人
が
日
本
に
住
ん
で
感
じ
た
こ
と

な
ど
を
話
す
ほ
か
、
交
流
会
も
あ
り
ま

す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　
き　
１２
月
９
日
（
日
）　
午
後
１
時

３０
分
〜
４
時

と
こ
ろ　
福
祉
会
館
４
階
小
ホ
ー
ル

主　
催　
小
平
市
国
際
交
流
協
会
、
小
平

市H
検
索　
小
平
市
国
際
交
流
協
会

問
合
せ　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
８
３
３

国
際
交
流
協
会

▪
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と　
き　
１１
月
２５
日
（
日
）　
午
前
１１
時

〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　
学
園
西
町
地
域
セ
ン
タ
ー

内　
容　
み
ん
な
で
歌
お
う
世
界
の
歌
、

ジ
ャ
ズ
演
奏
、
世
界
こ
と
ば
発
見
、
民
族

衣
装
体
験
、
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
、
行
政
書
士

に
よ
る
無
料
相
談
会
、華
道・茶
道
体
験
、

台
湾
茶
、
模
擬
店
ほ
か

主　
催　
小
平
市
国
際
交
流
協
会
、
小
平

市H
検
索　
小
平
市
国
際
交
流
協
会

問
合
せ　
小
平
市
国
際
交
流
協
会
☎
０４２

（
３
４
２
）
４
４
８
８

防
災
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８

小
金
井
公
園

▪
今
や
ろ
う
、
み
ん
な
の
た
め
に

と　
き　
１１
月
２５
日
（
日
）　
午
前
１１
時

〜
午
後
１
時

と
こ
ろ　
小
金
井
公
園
い
こ
い
の
広
場

内　
容　
初
期
消
火
体
験
、
煙
体
験
、
防

災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
警
察
ヘ
リ
飛
行
訓

練
、
バ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

後　
援　
小
平
市

問
合
せ　
小
金
井
公
園
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
☎
０４２
（
３
８
５
）
５
６
１
１

学
園
西
町
会
ま
つ
り

　
学
園
西
町
会
７０
周
年
と
地
域
の
親
睦
の

た
め
、
学
園
西
町
会
ま
つ
り
を
開
催
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
１１
月
１８
日
（
日
）　
午
前
１０
時

〜
午
後
３
時　
雨
天
決
行

と
こ
ろ　
小
平
第
四
小
学
校
校
庭

内　
容　
四
中
吹
奏
楽
、
四
小
・
十
五
小

よ
さ
こ
い
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
合
唱
、
コ
ダ

レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
、
消
防
署
・
警
察
署

に
よ
る
諸
体
験
、
模
擬
店
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
ほ
か

主　
催　
学
園
西
町
会

後　
援　
小
平
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
小

平
市
教
育
委
員
会
、
小
平
市

問
合
せ　
学
園
西
町
会
ま
つ
り
実
行
委
員

会
・
宮
本
☎
０４２
（
３
０
８
）
０
０
５
０

木
管
五
重
奏
を
楽
し
も
う

こ
ぱ
ん
だ
ウ
イ
ン
ズ

▪
ル
ネ
こ
だ
い
ら
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
コ
ン

サ
ー
ト

　
平
日
の
昼
間
の
１
時
間
、
名
曲
を
ト
ー

ク
付
き
で
お
贈
り
し
ま
す
。
今
回
は
東
京

藝
術
大
学
卒
業
生
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た

吹
奏
楽
団
「
ぱ
ん
だ
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
」
よ
り
「
こ
ぱ
ん
だ
ウ
イ
ン
ズ
」
の

木
管
五
重
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と　
き　
１１
月
２０
日
（
火
）　
正
午
開
演

と
こ
ろ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費　
用　
５
百
円
（
全
席
自
由
）

※
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
の
入
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

曲　
目　
木
管
五
重
奏
の
た
め
の
デ
ィ
ヴ

ェ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト
（
ハ
イ
ド
ン
）、
サ
ウ

ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
メ
ド
レ

ー
ほ
か

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　
小
平
市
文
化
振
興
財
団
☎
０４２

（
３
４
５
）
５
１
１
１

立
川
晴
の
輔
独
演
会

ル
ネ　
お
笑
い
演
芸
館

　
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
多
彩
に
活
躍
す
る

立
川
晴
の
輔
の
独
演
会
で
す
。

と　
き　
１１
月
１４
日
（
水
）　
午
後
２
時

開
演

と
こ
ろ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
中
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費　
用　
１
千
円
（
全
席
指
定
）

出　
演　
立
川
晴
の
輔
、
好
田
タ
ク
ト

申
込
み　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ

ン
タ
ー
へ
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
０
０
０

問
合
せ　
小
平
市
文
化
振
興
財
団
☎
０４２

（
３
４
５
）
５
１
１
１

作

品

展

示

会

高
齢
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
高
齢
ク
ラ
ブ
会
員
に
よ
る
手
芸
や
書

道
、
写
真
、
絵
画
な
ど
の
作
品
展
示
会
を

行
い
ま
す
。
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
見
に

き
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
１１
月
２１
日（
水
）〜
２５
日（
日
）

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
合
せ　
小
平
市
高
齢
ク
ラ
ブ
連
合
会
事

務
局（
高
齢
者
支
援
課
）☎
０４２（
３
４
６
）

９
６
４
２

費　
用　
５
百
円
（
実
験
材
料
費
）

対　
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

※
小
学
４
年
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が

必
要
で
す
。

定　
員　
４０
人

申
込
み　
１１
月
１６
日
（
金
）
ま
で
に
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
環
境
政
策
課
へ

（
電
話
・
電
子
メ
ー
ル
可
、
先
着
順
）
☎

０４２
（
３
４
６
）
９
８
１
８
、
Akankyose

isaku@city.kodaira.lg.jp

多
摩
川
改
修
百
年

パ

ネ

ル

展

改
修
の
歴
史
を
展
示

　
平
成
３０
年
は
、
国
直
轄
の
多
摩
川
改
修

事
業
に
着
手
し
た
大
正
７
年
か
ら
、
ち
ょ

う
ど
百
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　
多
摩
川
流
域
の
治
水
、
利
水
、
環
境
に

関
す
る
歴
史
や
役
割
を
伝
え
る
パ
ネ
ル
展

を
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
１１
月
２６
日（
月
）〜
３０
日（
金
）

と
こ
ろ　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

問
合
せ　
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局

京
浜
河
川
事
務
所
調
査
課
☎
０
４
５
（
５

０
３
）
４
０
０
８

秋
の
自
然
観
察
会

谷
戸
沢
処
分
場

　
埋
め
立
て
が
終
了
し
た
谷
戸
沢
処
分
場

で
、
再
生
し
た
里
山
的
自
然
環
境
を
体
感

で
き
る
自
然
観
察
会
で
す
。

　
処
分
場
を
自
由
に
散
策
し
な
が
ら
、
解

説
員
か
ら
動
植
物
の
解
説
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
日
の
出
町
特
産
物
の

販
売
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
一
部
立
入
禁
止
区
域
が
あ
り
ま
す
。

と　
き　
１１
月
１７
日
（
土
）　
午
前
９
時

〜
午
後
２
時
３０
分

と
こ
ろ　
谷
戸
沢
廃
棄
物
広
域
処
分
場

（
東
京
都
西
多
摩
郡
日
の
出
町
大
字
平
井

谷
戸
）

※
車
で
の
来
場
可
。
日
の
出
町
役
場
か
ら

無
料
送
迎
車
を
運
行
し
て
い
ま
す
（
１
時

間
に
１
本
程
度
）。

H
検
索　
東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組
合

問
合
せ　
東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組
合

☎
０
４
２
（
５
９
７
）
６
１
５
２

地

域

志

源

で

ふ
る
さ
と
づ
く
り

市
民
活
動
応
援
講
演
会

　
志
源
と
は
、
さ
ま
ざ
な
な
人
が
志
を
持

っ
た
結
果
、
い
ろ
い
ろ
な
事
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
で
す
。

　
身
近
に
あ
る
こ
だ
い
ら
の
志
源
を
生
か

し
た
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
つ
い
て
、
地
域

興
し
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る
内
閣
府

地
域
活
性
化
伝
導
師
の
富
永
一
夫
さ
ん
を

講
師
に
、
み
ん
な
で
考
え
ま
す
。

と　
き　
１２
月
９
日
（
日
）　
午
後
１
時

〜
４
時　
０
時
３０
分
開
場

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
講
座
室
２

定　
員　
５０
人

※
保
育
７
人
あ
り
ま
す
（
１
歳
か
ら
就
学

前
ま
で
。
１１
月
１６
日
（
金
）
ま
で
に
問
合

せ
先
へ
）。

申
込
み　
１１
月
３０
日
（
金
）
ま
で
に
、
市

民
協
働
・
男
女
参
画
推
進
課
へ
（
電
話
・

電
子
メ
ー
ル
可
、
先
着
順
）
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
８
０
９
、
Add0030@city.ko

daira.lg.jpあ
す
ぴ
あ

あ
す
ぴ
あ

▪
技
術
や
経
験
を
生
か
し
ま
せ
ん
か　
こ

だ
い
ら
人
財
の
森

　
自
身
の
関
心
や
経
験
、
つ
な
が
り
を
地

域
で
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
あ
す
ぴ
あ
で
は
、
地
域
で
何
か
を
し
た

い
、
自
身
の
技
術
や
経
験
を
生
か
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
人
と
、
関
心
や
意
欲
の
あ

る
人
を
求
め
て
い
る
市
民
活
動
団
体
な
ど

と
を
つ
な
ぐ
、
こ
だ
い
ら
人
財
の
森
を
開

始
し
ま
す
。

▽
こ
だ
い
ら
人
財
の
森
説
明
会

と　
き　
１１
月
１７
日
（
土
）　
午
後
２
時

〜
４
時

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ

主　
催　
小
平
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
す
ぴ
あ
、
小
平
市

問
合
せ　
小
平
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
す
ぴ
あ
☎
０４２
（
３
４
８
）
２
１
０
４

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
運
動

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

　
毎
年
１１
月
１２
日
か
ら
２５
日
ま
で
は
「
女

性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間

で
す
。
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
は
、
女
性
へ
の

暴
力
の
根
絶
を
訴
え
る
運
動
の
象
徴
で

す
。
運
動
期
間
の
初
日
に
東
京
タ
ワ
ー
と

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
な
ど
で
、
パ
ー
プ
ル

・
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
市

で
は
、
パ
ネ
ル
展
示
と
冊
子
、
人
権
啓
発

グ
ッ
ズ
の
配
布
を
行
い
ま
す
。

と　
き　
１１
月
５
日（
月
）〜
３０
日（
金
）

と
こ
ろ　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー　

▪
女
性
相
談
室

　
生
き
方
、
仕
事
や
働
き
方
、
家
族
の
こ

と
、
配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
な
ど
、

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
早
め
の
相
談
が
問
題
解
決
へ
の
第
一

歩
で
す
。

と　
き　
月
曜
〜
土
曜
日　
午
前
１０
時
〜

午
後
４
時

※
月
曜
日
は
午
後
６
時
ま
で
。

電
話
番
号　
０４２（
３
４
５
）２
４
１
５

問
合
せ　
市
民
協
働
・
男
女
参
画
推
進
課

☎
０４２
（
３
４
６
）
９
６
１
８

ひ
ら
く　
最
新
号
を
発
行

子
育
て
と
仕
事
の

両
立
を
特
集

　
ひ
ら
く
は
、
公
募
市
民
が
企
画
・
編
集

し
た
男
女
共
同
参
画
の
啓
発
広
報
誌
で

す
。
年
２
回
発
行
し
、
市
内
の
公
共
施
設

な
ど
に
置
い
て
あ
る
ほ
か
、
小
平
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
最
新
号
の
特
集
は
、「
子
育
て
と
仕
事

と
の
両
立
」
と
題
し
て
両
立
の
こ
つ
な
ど

を
取
材
し
ま
し
た
。

問
合
せ　
市
民
協
働
・
男
女
参
画
推
進
課

☎
０４２
（
３
４
６
）
９
６
１
８

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

東
京
２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

▪
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
競
技
が
行
わ
れ
る
会
場
や
選
手
村
、
そ

の
ほ
か
大
会
関
連
施
設
な
ど
で
観
客
サ
ー

ビ
ス
や
競
技
運
営
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
大
会

運
営
に
直
接
携
わ
る
活
動
を
し
ま
す
。

申
込
み　
１２
月
上
旬
ま
で
に
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ

H
検
索　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
０
大
会
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

問
合
せ　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
０
大
会
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
事
務
局
☎
０
５
７
０

（
０８
）
２
０
２
０
（
Ｉ
Ｐ
電
話
の
場
合
は

☎
０
４
５
（
３
３
０
）
３
０
３
６
）

▪
都
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
空
港
、
都
内
主
要
駅
、
観
光
地
、
競
技

会
場
の
最
寄
駅
周
辺
な
ど
で
観
光
・
交
通

案
内
な
ど
を
し
ま
す
。

申
込
み　
１２
月
５
日
（
水
）
の
正
午
ま
で

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

※
市
役
所
な
ど
で
配
布
し
て
い
る
申
込
用

紙
か
ら
も
申
し
込
め
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
大
会
要
項
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

H
検
索　
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ナ
ビ

問
合
せ　
東
京
２
０
２
０
大
会
都
市
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集
事
務
局
☎
０
５
７
０（
０５
）

２
０
２
０
（
Ｉ
Ｐ
電
話
の
場
合
は
☎
０
５

０（
３
７
８
６
）０
３
２
０
）

第３１回民謡の祭典
d １１月１１日（日）　午前 ９ 時３０分〜午後 ４ 時３０分（午前 ９ 時開場）
b ルネこだいら中ホール　n 三味線・尺八・太鼓の音色に合わせ民謡を歌う
i 小平市棒打ち唄保存会・森☎０４２（３４３）１８２０
古民家で紙芝居を楽しみませんか
d １１月１７日（土）　午後 １ 時〜 ２ 時（雨天時は１８日（日）に順延）
b ふるさと村　n 民話や落語などの紙芝居を実演
i 小平紙芝居サークルともしび・古川☎０４２（３４５）１７０８
第２４回定期演奏会
d １１月２３日（金・祝）　午後 ２ 時開演（ １ 時３０分開場）
b ルネこだいら中ホール
n みだれ髪、カバレリア・ルスティカーナ、シャンソンメドレーほか、ギターとマンドリンの演奏
i 小平ギター・マンドリン協会・青木☎０４２（３４２）０８０３
第２２回マジック発表会
d １１月２５日（日）　午後 ０ 時３０分〜 ３ 時３０分　b 中央公民館ホール　n マジックの実演
i 小平マジック連合会・渡辺☎０８０（１２２５）２２３３
秋の合唱祭「虹色のハーモニー」
d １１月２５日（日）　午後 １ 時開演（ ０ 時３０分開場）b ルネこだいら大ホール
n 市内１２団体による合唱曲演奏
i 小平市合唱連盟・萩原☎０８０（３４１１）４３８７
歌謡祭
d １１月２５日（日）　午後 ０ 時３０分開演（正午開場）　b ルネこだいら中ホール
n 小平市歌謡連盟所属のサークルが、日頃の練習成果を発表
i 小平市歌謡連盟・陣内 ☎０４２（３４５）６７７５

小平市民文化祭 d…日程　b…場所　n…内容　i…問合せ先

皿は洗ったものを回収します

歳入 歳出
人件費
95億1,711万円(15.2%)
扶助費
207億7,912万円(33.2%)

公債費
35億1,677万円(5.6%)
物件費
93億3,220万円(15.0%)
補助費など
73億9,887万円(11.8%)
繰出金
72億8,600万円(11.6%)
普通建設事業費
22億1,129万円(3.5%)積立金など

25億5,563万円(4.1%)

市税
311億7,106万円
(48.6%)

各種交付金･
市債(臨時財政対策債)など
95億3,448万円(14.9%)

国庫支出金
110億4,032万円(17.2%)

都支出金
84億277万円(13.1%)

使用料および手数料、繰入金など
30億4,415万円(4.7%)

市債（臨時財政対策債を除く）
9億5,090万円(1.5%)

一般財源

特定
財源

義務的
経費

任意的
経費

1 年間の収入

収入内容 小平家 他家
（２６市平均）

市税（給料） ３１２万円 ３３１万円
各種譲与税、交
付金（諸手当） ５０万円 ５１万円
分 担 金・ 負 担
金、使用料及び
手数料（アルバ
イト収入）

１６万円 ２２万円

地方交付税・国
・都支出金（実
家 か ら の 仕 送
り）

２０２万円 ２３８万円

財産収入（古物
売払い） ７ 万円 １２万円
繰越金（財布の
中身） １７万円 ２１万円
稼ぎの計 ６０４万円 ６７５万円
繰入金（貯蓄取
り崩し） １４万円 ２３万円
市債（ローン借
入金） ２３万円 ２９万円

収入計 ６４１万円 ７２７万円

1 年間の支出

支出内容 小平家 他家
（２６市平均）

人件費（生活費） ９４万円 ９８万円
扶助費（学費、
医療費） ２１０万円 ２１８万円
公債費（ローン
返済金） ３５万円 ３８万円
物件費、維持補
修費（被服費、
消耗品）

９４万円 １１０万円

補助費等（自治
会費） ７３万円 ６９万円
積立金（貯金） ２１万円 ２９万円
繰出金（仕送り） ７３万円 ７６万円
普通建設事業費
（家屋の増改築
など）

２６万円 ６６万円

支出計 ６２６万円 ７０４万円
※普通会計ベース。	
※他家の数値は、26市の総計をもとに小平
市の人口規模に合わせて算出しました。	
※1万分の1に縮尺、1万円が実際の1億円に
なります。

市債残高は、平成27年度から29年度まで
の 3 年間で34億円減少し、343億円にな
りました。市民 1 人当たりで見ると約17
万 9 千円になります。なお、平成27年度
と平成28年度については、土地開発公社
の借入残高はありませんでした。

基金現在高は平成２７年度から２９年度まで
の ３ 年間で１０億円増加し、１２３億円にな
りました。
市民一人当たりで見ると約 ６ 万 ５ 千円に
なります。


